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1.	
  	
  はじめに	
  

近頃日本ではすっかりおなじみとなった、“女子”ブーム。女子力、女子会、大人女子、

カメラ女子・・・等、何につけても女子、という言葉が目につくようになった。その中

でも、「女子旅」は近年急上昇中の注目ワードである。多くの旅行会社で「女子旅」と

称する多種多彩なパッケージツアーが目玉商品として売り出され、売上も好調だという。

Facebookなどの SNSにも女子旅を応援するコミュニティがあり、旅行会社のみならず
世間の女子たちの間では「女子会」の次に「女子旅」が一大ブームになっている。	
  

しかし、ここで一つの素朴な疑問が浮かんでくる。どうして「女子旅」はあるのに「男

子旅」はない（人気がない）のだろう。ショッピングして、おしゃれなカフェでゆっく

りおしゃべりする「女子旅」があるなら、がっつり食べて、山登り！といった「男子旅」

の企画も流行って良いはずではないか。この疑問本論文のテーマとし、私なりに分析し、

解明していきたい。	
  

本論文ではまず、「女子旅」「男子旅」とはそれぞれ何なのか、いったいどのくらい人

気なのかというところから始め、「男子」と「女子」の旅行の実態、「女子旅」「男子

旅」それぞれの魅力について紹介した後に、『女子旅は人気があるのに、どうして男子

旅は人気がないのか』という疑問に対しての複数の仮説を立て、検証していく。	
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2.	
  「女子旅」って何？	
  

まず初めに、本論文のテーマにある「女子旅」「男子旅」「人気」という 3つのキーワ
ードについて、それぞれの指す意味を定義しておきたい。	
  

	
  

2－1.	
  「女子旅」とは	
  

【読み方：じょしたび、分類：旅行】	
  

女子旅は、特に年代を問わず、女性の旅行のことをいう。これは、女性だけの飲み会・

遊び会・趣味会などを意味する「女子会」を模した用語で、日本の旅行業界が一つのキ

ーワードとして使っている。	
  

	
  一般に女子旅といった場合、会社の同僚、同級生、ママ友、親子（母娘）、親子孫 3
世代（祖母・母・娘）などのグループでの旅行を指す以外に、女性の一人旅もこれに含

まれる。（生活用語辞典より）	
  

	
  

2－2.	
  「人気」とは	
  

【読み方：にんき	
 英語：popularity】	
  

ある人物ないし人間集団が，人々の好意や関心の的になり、このことを享受している状

態。（ブリタニカ国際大百科事典	
  小項目事典の解説より）	
  

	
  

本論文では、特に大手旅行業者の女子旅プランの主なターゲットである、F1層（20～
34歳の女性）を「女子」と呼び、その「女子」が 2人以上で行く旅行について「女子
旅」と呼ぶこととする。また、同世代のM1層（20～34歳男性）を「男子」と呼び、
「男子」のみ 2人以上で行く「男子旅」との“人気”の差の理由を解明していく。	
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3.	
  「女子旅」と「男子旅」の“人気”の実態	
  

まず、Googleトレンドで、両ワードを検索してみた。Google	
  トレンドとは、Googleが
提供しているWeb検索において、特定のキーワードの検索回数が時間経過に沿ってど
のように変化しているかをグラフで参照できるサービスである。	
  

Googleトレンドによると、「女子旅」という言葉が誕生し、検索され始めたのは 2009
年頃で、2011年から急激に検索回数が伸び、メディアでも取り上げられるようになっ
た。	
  

	
  

	
  

では、男子旅はどうだろうか。グラフを見る限り、2011年頃から検索回数は増えてい
るようであるが、ブームといえるような右肩上がりではない。	
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日本の旅行業者の中でも取扱額トップ 3を占める JTB、HIS、日本旅行での女子旅、男子
旅それぞれの特集の有無をみてみる。	
  

JTBでは 2012年から、働く 20～30代の女性をターゲットにした、「女子旅つくるプロ
ジェクト『姫様』」をスタート。これまでハワイ、シンガポール、ソウルなど 7プラン
を発売した。ツアーの提案者として、若い女性に人気がある雑誌の読者モデルや一般女

性を企画・開発に起用。また、外部からおしゃれに敏感な女性を迎え、行きたいツアー

を提案してもらい、利用者目線を徹底した。百貨店に依頼し、ファッションフロアにパ

ンフレットを置き、さらに口コミ効果が高いブログなどを総動員。2012年 8月に発売
したハワイツアーは半年先の目標 600人をわずか 2週間で達成し、4800人を売り上げ
るヒットとなった。パンフレットには読者モデル自身が登場し、お薦めの旅行プランを

紹介する。例えば、ハワイへの 4泊 6日のツアーでは、夜景を楽しみながらのディナー
やシュノーケリング、人気のパワースポット巡りなどを盛り込んだモデルプランを提案。

プランを丸ごとまねてもいいし、気に入ったものだけ取り入れてもいいという仕組みだ。

また、同社は KOBE	
  COLLECTIONとのコラボレーション企画を行い、読者モデル等を使
った大々的な女子旅のプロモーションを行っている。	
  

インターネットを活用して、女子旅の魅力を発信しているのが日本旅行。同社は 12 年、
主に 20～40歳代の女性をターゲットにしたサイト「たびーら」を開設。「33歳で独身、
横浜在住で都内に勤める OL、趣味はエステでお酒好き」という設定のキャラクター
「たびーらちゃん」が、ナビゲーターとしてお薦めのツアー情報を発信し、利用者から

の口コミも紹介する。	
  

HISでは、2014年 3月時点で、店舗・インターネット共に提供する旅行案件の 13%を女
子旅が占めている。それに対し、男子旅と銘打つツアーは、北海道の函館にあるホテル

の中のおすすめプランの中にたった 2件。他社の男子旅の特集はというと、エース JTB
で「男旅しよう。」父の日に息子と旅行にいこうというキャンペーンを 2010年に行っ
ていたようだ。日本旅行には男子旅という言葉すらも見当たらない。	
  

SNS上ではどうだろう。Instagram上の検索機能を使って、ハッシュタグ#女子旅で検索
してみたところ、27,433件の投稿がヒット（2015/1/10現在）。日に日に投稿は増え続
けている。しかし、一方#男子旅はというと、たった 5件。言葉を少し変えて検索して
みると、#男旅は 4096件のヒット。これでもまだまだ#女子旅には及ばない。明らかな
注目度の差がうかがえる。	
  

他にも、旅好きな女子のための旅情報サイト「女子旅プレス」や、旅や日常をちょっと

おしゃれにするタブレットマガジン「女子旅 magazine」、Facebook上にも女子旅コミ
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ュニティは多数あり、いずれも女子旅の楽しさを写真と文章で紹介することで、女子旅

を促進する内容となっている。	
  

旅行ガイドブック「ことりっぷ」（昭文社）の人気ぶりからも、女子旅人気を見ること

ができる。「ことりっぷ」とは、20代、30代の働く女性をターゲットに 2008年に創刊
され、昨年累計 1000万部を突破した人気シリーズである。"軽くてコンパクト""こだわ
りの装丁""セレクトされた情報が信頼できる"と、働く女性を中心に圧倒的支持を得て
いる。	
  

以上のように、メディアによる情報量の圧倒的な差から、男子旅よりも女子旅の方が圧

倒的に話題性も高くメジャーであるといえるだろう。	
  

しかし、男性同士で旅行に行くことは当たり前のようにある。網倉ゼミ 5年の男性陣に
アンケートをとったところ、3人ともそれぞれに男性のみで旅行にいったことがあると
回答した。この結果から、男子旅は存在しないのではなく、たしかに存在はしているが

それが世間から「男子旅」と呼ばれたり、メディアに取り上げられたりする機会が少な

いということがわかる。	
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4.	
  「女子旅」の生まれた背景	
  

「女子旅」という言葉は、「女子会」の派生語である。	
  

女子会が流行し始めたのは 2008年頃で、2010年の新語・流行語大賞でトップテン入り
も果たした。もともとは、「東京ウォーカー」が、関西で人気を博す読者モデルたちの

女性たちだけの会を特集したことが流行の発端であり、30代の女性 4人が主人公のア
メリカのテレビドラマ「Sex	
  and	
  the	
  City」の流行が、世の女性たちに影響を与えたとい
われている。	
  

この女子会ブームの火付け役は、居酒屋チェーンのモンテローザである。「白木屋」

「笑笑」で女子会専用プランメニューを作ったところ、大成功をおさめ、その成功を見

た飲食産業各社が参入し、次々と広まり、今ではどこの居酒屋にも女子会プランがある。

「女子会」の経済波及効果は、いまや 3兆 6941円にものぼるといわれている。	
  

一方、女子旅という言葉が誕生したのは 2009年頃。それまでは、大手旅行会社にとっ
ても「若者向けツアーは『価格を抑えて』という認識だった」（JTB担当者）といい、
経済的に余裕のあるシニア層やハネムーン向けなど“稼げるツアー”が売り上げの中心

であった。しかし、航空券や宿泊先のネット販売を手がける格安業者などとの競争が激

化。旅行各社が新規開拓先として目をつけたのが「女子旅」なのである。	
  

また、2010年に放映した映画のセカンドシリーズ、「Sex	
  and	
  the	
  City2」では、主人公
たち 4人でドバイに旅行にいくことがストーリーの中心になっており、これも「女子旅」
の流行を後押しした要因の一つであるといえそうだ。	
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5．F1層、M1層の旅行実態	
  

5－1．国内旅行	
  

① 宿泊旅行実施率	
  

性・年代別の宿泊観光旅行実施率の推移をみてみると、13年度全年代・性別での最も
高いのが F1層、M1層は前年度比で 1.5ポイント減少しており、最下位となっている。
同年代で性差が最も大きいのが 20～34歳の男女であることもわかる。（じゃらん宿泊
旅行調査 2014より）	
  

	
  

	
  

② 旅行が好きと答えた人の割合	
  

F1層の方がM1層よりも、旅行は好きな方と答えた人の割合が 12％高く、F1層の方が
M1層よりも旅行が好きと感じている人が多いという結果が出ている。（日本財団「平

成 24年度版観光の実
態と志向」の調査より）	
  

	
  

71%	
  
4%	
  

23%	
  

2%	
  

男性20-­‐34歳	
 

好きな方	
 

嫌いな方	
 

どちらともいえない	
 

わからない	
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5－2．海外旅行	
  

	
  JTBの調査によると、2013年の海外旅行者数の比率は 20代女性が 27.9％で、全世代・
性別で最も高い。	
  

	
  

	
   	
  

83%	
  

1%	
   15%	
  

1%	
  

女性20-­‐34歳	
 

好きな方	
 

嫌いな方	
 

どちらでもない	
 

わからない	
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6．「女子旅」パッケージ、ツアーが増えた理由	
  

旅行会社が「女子旅」に力を入れる理由としては、以上の旅行実態調査でもわかるよう

に 20～30歳代女性は国内・海外問わず旅行に行く人の割合が高いこと、また旅行への
消費意欲や旅行先でのショッピング意欲も高いことが挙げられる。	
  

博報堂生活定点調査より、男性の方が女性よりも旅行にお金をかけており、これからも

かけたいと思っている割合が多いことがみてとれる。	
  

① 「現在、何にお金をかけていますか？」――「旅行」と答えた人の割合	
  

その他の回答一覧	
  

ふだんの食事	
 外食	
 ふだん着	
 外出着	
 装飾品・ファッション小物	
  

美容（散髪、エステなどを含む）	
 内装・インテリアなど住まい	
 家電品	
  

車	
 旅行	
 レジャー（旅行を除く）趣味	
 自分のための教養・勉強	
  

子供のための教養・勉強	
 冠婚葬祭	
 お中元・お歳暮	
 個人的なプレゼント	
  

交際（飲食を含む）	
 通信（電話、携帯電話、インターネットなど）	
  

健康・リラックス	
 健康診断・予防を含めて医療	
 貯金するお金	
 株など財テク（投資）	
  

老後の暮らしの準備	
 お金をかけているものはない	
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② 「今後、何にお金をかけたいと思いますか？」――「旅行」と答えた人の割合	
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JTB総合研究所の海外旅行先でのショッピングについてのアンケート調査によると、女
性は全体的に「自分用」「土産用」共にショッピング消費額が高い傾向があり、特に

20	
  代女性は消費額が高いことがわかる。	
  

性年代別でショッピングの有無を見ると、男性よりも女性の方が買い物をしていること

がわかる（図 6）。特に 20	
  代女性は、全員が何らかの買い物をしており、また、自分
のために購入したものの平均消費額も 6	
  万円超と、最も旺盛な購買意欲を示した（図
7）。	
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7．どうして女子旅・男子旅に出るのか？	
  

全日空が 2011年 2月に 20～30代の有職者女性を対象に行ったアンケートでは、女子旅
に行きたい人は回答者の 83％にものぼる。「女子旅に行ったことがありますか？」と
いう質問には、84％が「ある」と回答。また、「今後女子旅に行きたいと思います
か？」と聞くと、83％の女性が「思う」と答えた。「女子旅に行きたい理由」として
は、「気楽だから」が 63％で 1位に。以下、2位「話があうから」（58％）、3位「誘
いやすいから」（28％）と続いた。	
  

	
  

	
  

1位の「気楽だから」という回答について、「どのような点が『気楽だ』と感じます
か？」と聞くと、「時間の使い方や興味が同じだから。（39歳・管理職）」など興味
や話題が共通しているという声のほか、「すっぴんを見せられるから。（33歳・事
務）」、「トイレに行きやすい。（39歳・主婦）」など、男性との旅行と比較しての
声が多くあがった。	
  

2011年に「旅比較ねっと」にて利用者の女性 1161名を対象に実施した	
  「女子旅と恋愛
に関する意識調査」では、「女子旅の魅力はなんですか？」という問いに対しての回答

結果は以下のようになった。	
  

1位：思う存分おしゃべりできる（64.8％）	
  

	
  2位：何かと気をつかわなくてよい（49.9％）	
  

	
  3位：普段とは違う環境でリフレッシュできる（45.9％）	
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「思う存分おしゃべりできる」が一番の魅力で、旅行先でも女性が“おしゃべり”を楽

しみにしていることが伺える。他寄せられたコメントでは、「遠慮なく買い物に時間を

取れる」「ウィンドウショッピングができる」といった同行者への気遣いからくるもの

や、「温泉に一緒に入れるから」というコメントがあった。恋人や夫婦での旅行では、

それぞれに楽しむことになってしまう温泉でも同性とであれば、一緒に楽しめることも

魅力の 1つのようである。	
  

では、男子旅ではどうだろうか。網倉ゼミ 5年男子によると、男子旅に出る理由（メリ
ット）は、「気を遣わない、楽だから」「男だけでしか話せない話ができる」「多少無

謀なことができる」「安全面」「部屋割りに困らない」などがあった。	
  

また、「男子旅でやりたいこと」について、2012年 8月にマイナビニュース会員の男
性 425名にアンケートをとったところ、以下の回答が得られた。	
  

1位	
 行き当たりばったりの旅（10.7%）	
  

2位	
 芸者遊び（8.0%）	
  

3位	
 カジノ	
  （6.5%）	
  

4位	
 秘境めぐり（5.8%）	
  

5位	
 ヒッチハイク（5.4%）	
  

5位	
 夜の街に繰り出す（5.4%）	
  

せっかくの男性だけの旅なのだから、女性がいたらできないようなことをしたい、とい

うのが男子旅での希望のようだ。	
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8．仮説と検証	
  

さて、前置きが長くなったが、本論文のテーマである「女子旅は人気があるのに、どう

して男子旅は人気がないのか」という疑問に対して立てた 3つの仮説を、それぞれ検証
していこうと思う。	
  

8－1.	
  

仮説Ⅰ：女性の口コミ力の高さ	
  

網倉ゼミ卒業生の先輩方（2012年度横幕さん、2008年度杉山さん）の卒業論文で述べ
られているように、“口コミ”は旅行の際の大変重要な情報源である。女性は男性より

も口コミをすることが多く、そこから多くの情報を得る。女性たちは、互いの旅行経験

や行きたい場所について口コミをしあうことで、そこから旅行にいきたいという動機が

芽生え、それを高め合う。その結果として女子旅が人気になっているのではないか。ま

ずこれを 1つ目の仮説とし、検証していく。	
  

検証Ⅰ	
  	
  

では、本当に女性は口コミをよくし、その口コミに影響を受けやすいのだろうか。(株)	
  
ハー・ストーリィは 2009年 1月に、インターネット経由で 20～50代の男性 200人・女
性 409人に対して、口コミに関する調査を行った。	
  

具体的に、商品やお店、サービスなどの情報を口コミでやり取りしている人はどれくら

いいるのだろうか。	
  その情報をどのように活用する、判断材料として活かすかは別と
して、「得ることがあるか否か」という時点でも、女性は積極的に聞く耳を立てている

ことが分かる。「とてもよくある」と「どちらかといえばよくある」を足した、いわば

「よく口コミで情報を得る」人の割合は、男性が 35.0％なのに対し女性は 54.8％。実
に 1.56倍も女性の割合の方が多い。言い換えれば、男性は三分の一でしかないのに、
女性は過半数に達していることになる。	
  

さらに口コミ情報を「伝える」ことがあるか否かという質問に対しては、男性はわずか

15.5％しか「よくある」派は居ないのに、女性は実に 32.0％に達している。	
  

商品・店・サービスなどの情報を口コミで「伝える」ことがあるかという問いに対して

は、男性が 6-­‐7人に 1人なのに対し、女性はほぼ 3人に 1人の割合。男女差で計算すれ
ば、女性は男性の 2倍以上の割合で「口コミ情報を伝える人がいる」ことになる。	
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  同じ情報に対し、「聞く側が 1.56倍」「伝える側が 2.06倍」ともなれば、一度情報が
「伝えられて発せられる」間に、男女間での「口コミ伝達量」は 3.21倍も差が出る計
算になる。人の口から口へと伝播される口コミ情報において、男女の間にいかに情報ス

ピード・量の差が発生しうるかが、あらためて理解できる。	
  

それではその「口コミ」は、どのような人が発するものが影響力を持ちやすいのだろう

か。受け手の立場から尋ねた結果、男女共にもっとも多かったのは「その分野に詳しい」

と感じる相手の口コミで、男女とも 4割以上の人が「影響を受ける」と回答していた。	
  

	
  

調査結果から分かることは、以下の 3点である。	
  

・男女とも「専門家」の口コミには大いに影響される	
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・女性は自分の「感性」に近しい口コミに共感を覚え、影響を受けやすい	
  

・男性は自分が持っている「情報」を補完したり発展させる口コミに影響を受ける	
  

	
  また、女性は感性の面で「自分の仲間」「自分の目標」と感じられるような人の口コ
ミに影響を受ける。いわば精神面での補完を求めている。一方で男性は感性よりも「情

報」そのものに影響を受けやすい。論理面での補完という点で、女性とは大きな違いを

見せている。	
  

では、旅行のきっかけとなる情報源はなんなのだろう。	
  

「gooリサーチ」が 20～60代の男女 1500人に対して 2013年 1月にインターネットで
アンケートを行ったところ、旅行を思い立つ「きっかけ」となるのは、過去の自分自身

の旅行体験や、近親者の旅行体験談が最も多く、ついで、パンフレットやテレビ・雑誌

の特集が多いという結果が出た。	
  

国内旅行を思い立った「きっかけ」を尋ねたところ、「以前行ったことがあり、「もう

一度行きたい」と思って」が 30.5％と最も多く、「家族・知人から直接聞いて
（19.6％）」「これまで行ったことはないが、以前から「行ってみたい」と思っていて
（10.7％）」と続く。自身の旅行体験や、近親者の口コミが国内旅行先を決める重要な
きっかけになることがうかがえる。	
  

	
  自身の体験やクチコミ以外できっかけとなったものを見ると、「パンフレットを見て
（7.4％）」「テレビや雑誌の特集を見て（6.3％）」といったオフラインの情報メディ
アが、「ホームページ・ブログを見て」や「SNSを見て」などのインターネットを利用
したオンラインの情報メディアよりも高い結果となった。	
  

女性は男性よりも口コミをよく聞き、よく話すということで、旅行に関しての情報も頻

繁に話し合われていることが推測される。また、女性は友人や家族等の感性の近い人か

らの口コミに最も影響を受けやすく、共感をもつ。家族との団らんや友人との女子会で

口コミをたくさん受け取り、自らも発信することが、女性同士の旅行「女子旅」のきっ

かけをつくっていると考えられる。	
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8－2．	
  

仮説Ⅱ：男性型の脳、女性型の脳の違い	
  

次に、脳科学や心理学で説明されている男女の違いについて考えてみる。よく、女性は

他人と共感し、男性は他人と競争する生き物であるということがいわれている。旅行に

2人以上でいく理由には、治安などの安全面での不安といったことの他に、旅先での感
動を共有できるというメリットがある。女性は旅先での経験を通じての同行者との共感

が喜びであり、それが旅行の楽しみの一つであると感じるが、男性にとっては、それよ

りも人と違うところに行き、人よりも貴重な経験を積むことが喜びにつながる。こうい

った旅行に求めるものの男女差が、女子旅と男子旅の人気の差につながるのではないだ

ろうか。	
  

検証Ⅱ	
  

まず、男性と女性の脳の違いについてみてみる。コーエン（2005）によると、女性型
の脳は、「共感」する傾向が優位になるようにできている。一方男性型の脳は、システ

ムを理解し、構築する傾向「システム化」が優位になるようにできている。ここでいう

「共感」とは他の誰かが何を感じ、何を考えているかを知り、さらにそれに反応して適

切な感情を催す傾向である。「システム化」とは、システムを分析、検討し、システム

のパターンを支配する隠れた規則を探り出そうとする衝動や、システムを構築しようと

する傾向を指す。私たちは誰もがシステム化も共感も技能として持っているが、コーエ

ンによると、どちらがどの程度あるかで脳は大きく 3つのタイプに分けることができる。	
  

Eタイプ：共感のほうがシステム化よりもよくできるタイプ（図式にすると E＞S）女性
にこのタイプが多いことから、女性型の脳とよぶ。	
  

Sタイプ：システム化のほうが共感よりもよくできるタイプ（図式にすると S＞E）男性
にこのタイプが多いことから、男性型の脳とよぶ。	
  

Bタイプ：システム化と共感がどちらも同じくらいよくできるタイプ。（図式にすると
S＝E）バランス型とよぶ。	
  

もちろん、これらは性別だけで決まるものではない。平均的に女性に Eタイプが多く、
男性に Sタイプが多いということにすぎず、どちらが優れているといった優劣もつけら
れない。ここでいいたいことは、この男性型の脳をもつか女性型の脳を持つかによって

得意不得意や、好みに違いが現れるということである。	
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Eタイプ（女性型）の脳の持ち主はコミュニケーション能力に長け、言語能力も高いこ
とが特徴である。一方 Sタイプ（男性型）の脳には、社会的地位や権力を求めて競い合
う傾向があり、孤独に耐える力がある。また空間把握能力が高く、地図を読んだり道を

覚えたりすることが得意である、といった特徴がある。	
  

実際に、このような脳のタイプによる違いが旅行の動機の違いにもつながる。Ryan
（2002）は、女性は「身体的なリラックス」「精神的なリラックス」「他社との経験
の共有」を旅行の動機として報告する傾向があると述べている。女性は旅先で見たもの

や感じたこと、ハプニング等も全て同行者と共有し、それをおしゃべりして「共感」し

あうという“コミュニケーション”を旅行においても楽しんでいると考えられる。そこ

で、共にそういった楽しみ方のできる、共感力に優れた同性の友人・知人同士で旅に行

くことを選ぶに至るのではないだろうか。	
  

有名な男女のすれ違いに関する話であるが、女性の相談にはうなずき共感することが一

番の得策であるという。女性が人に悩みを相談するときには、具体的な解決策やアドバ

イスを求めているのではない。ただ相手に話を聞いてもらい、「大変だね。頑張ってる

ね。」と共感してもらいたいだけなのである。しかし、これを知らない男性が相談相手

になってしまうと女性の悩み解決に向けて真剣にアドバイスをし、時にはその女性を否

定するようなことを言ってしまう。すると女性は「せっかく相談したのに、もういい！」

と怒り始めてしまう。男性は女性の相談に対して真摯に向き合い、相手に良かれと思っ

てしたことであるのに、それが女性の求めているものでなく、かえって気分を悪くさせ

てしまった、という男女のすれ違いの典型的な例である。	
  

他者に共感を求める女性とは反対に、男性は他者より優位な立場を求め競争する傾向が

あり、孤独に耐える力が備わっている。その上地図を読むことも得意なため、男性同士

複数でいく旅よりも、一人旅を選ぶことが男性にとっての自分の価値に繋がるのではな

いか。知人の誰もがうらやむような新鮮なあるいはステータスの高いデスティネーショ

ン、あるいは秘境や秘湯の訪問などは、旅行者本人の満足を高めるとともに。他者との

関係における本人の地位を高め、他者にも影響を与える場合がある、と小口（2006）
は述べている。男性型の脳のもつ高い競争心が、「男子旅」よりも「一人旅」に興味を

向けさせるのではないか。	
  

実際に、全年代で男性の一人旅は女性よりも多く、特にM1層の「一人旅」は全年代、
性別で最多で、4回に 1回以上の 26.1％という結果が出ている（じゃらん宿泊旅行調査
2014より）	
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◇宿泊旅行の同行形態（単一回答）※出張・帰省・修学旅行などによる宿泊旅行は含ま

ない。	
  

	
  

	
  

	
  

◇「一人旅」構成比の推移	
  

	
  

女性にも徐々に増えつつある一人旅であるが、まだまだ“寂しさ”“不安”を感じる人

は多い。しかし、男性にとっての一人旅は、他者より優位な自己を表現するための“ス

テータス”ともなりうる。実際に男性と女性の一人旅に出る理由にも違いがあることが

わかっている。（JTB	
  WEBアンケート	
  「ひとり旅」に関する調査 2013年第 12号より）	
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◇「どういうときにひとり旅がしたいか」という問いに対する回答	
  

	
  

両者「リフレッシュしたいとき」が最も多いが、次に多い項目に差が表れた。女性は

「自分へのご褒美」として“日常生活からの解放や休養”を求めて、男性は「自分を見

つめ直したいとき」に“自己確認”のため一人旅に出るという結果が出た。自分を見つ

め直したいときというのはどんなときだろう。今の自分に自信が持てなくなってしまっ

たとき、自分が何のために働いているのか、何がしたいのかわからなくなったとき、人

生の岐路に立っているとき、未来に不安があるときなど、人それぞれ様々ある。これら

に共通していえることは、今の状況を打破して自分を変えたい、新しい自分になりたい

という“自己成長”の欲望からきているということではないか。一人旅にいきたい動機

の中にも、男性のもつ強い上昇志向が表れていることがうかがえる。	
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8－3．	
  

仮説Ⅲ：「女子」と呼ばれたい女子、「男子」に抵抗がある男子	
  

最後に 3つ目の仮説として、「女子」と「男子」それぞれが自分の呼び名に対してもつ
意識の差に焦点をあてる。F1層は人から「女子」と呼ばれることに抵抗がない人が多
く、自ら自分を「女子」と呼ぶことにもあまり抵抗がない人が多い。一方M1層は、す
でに成人した身であるにも関わらず「男子」と呼ばれることに抵抗があり、自分を「男

子」と呼ぶこともほとんどない。この違いから、女子は「女子旅」という言葉をきいて

魅力的に感じるが、男子は「男子旅」という言葉にひかれないのではないか。	
  

検証Ⅲ：	
  

まず、実際に「男子」がどう思っているのか聞いてみたい。網倉ゼミ 5年「男子」3人
にアンケートをとったところ、3人とも男性同士のみで旅行に行くこと自体には「抵抗
がない」と答えている。しかし、「男子旅」という言葉のイメージを尋ねたところ、ロ

マンがある、といったプラスイメージを持っている人もいれば、一方、ホモ、同人、サ

ブカル、くさい、などと一般的にマイナスイメージであることが多いと思われる言葉が

出てきた。3人とも男子旅（男性だけで行く旅）や男子会（男性だけの飲み会等）をし
たことはあるが、自ら「男子旅」や「男子会」と称したことはないようだ。また、現在

「男子」と呼ばれることへの言葉への抵抗があるかどうか尋ねたところ、3人中 1人は
ある、と答え、女々しいイメージがあると回答した。あとの 2人は今のところ抵抗はな
いが、男子と呼ばれていいのは 25～30歳までであると回答した。この結果から、23歳
の男子大学生は「男子」と呼ばれるのはぎりぎり OKか、またはもう抵抗があると感じ
ていることがわかる。	
  

一方、同じ 23歳女子大学生 3人にアンケートをとったところ、3人とも女子と呼ばれ
ることに抵抗はなく、「女子旅」や「女子会」と称して女性だけの飲み会や女性だけの

旅をしたことがあると答えた。何歳までが女子か、という問いには「死ぬまで」「自分

が称する限り」「25歳まで」と意見が分かれた。また、アイブロウトリートメントサ
ロン「アナスタシア」が 2014年 8月に 30代～50代の男女 540名を対象に実施した意
識調査によると、“若く見られたい年齢”に男女の違いがあることが判明した。実年齢

よりも何歳くらい若く見られたいですか」という質問に対する男女の回答で、女性が一

番若く見られたい年齢は「マイナス 5歳（41.0％）」であるのに対し、男性は「±0歳
（41.7％）」という結果になった。	
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  男性は実年齢通りに見られたいが、女性は実年齢よりも若く見られたいという願望が
あり、それゆえに女性は主に若い女性を呼ぶのに用いられる「女子」という言葉にひか

れ、「女子会」や「女子旅」に参加したいと思うのではないだろうか。いつまでも若く

いたい、という女性の思いが「女子」に惹かれるという行動に表れているといってよさ

そうだ。	
  

今回、本論文で対象としているのは 20～34歳の男女であるが、男性の場合、年齢が上
がれば上がるほど実年齢とかけはなれた呼び名である「男子」と呼ばれること、自称す

ることへの抵抗感は増し、「男子旅」という言葉に惹かれることは少なくなると考えら

れる。一方女性はというと、“いくつになっても若いままでいたい”という意識から、

年齢が上がっても「女子」と呼ばれ自称することへの抵抗は薄く、むしろ若々しさを感

じるネーミングである「女子旅」に魅力を感じるのではないだろうか。	
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9．結論	
  

これまでに、「女子旅」と「男子旅」の話題性の差や、F1層とM1層の旅行実態につ
いて紹介してきた。F1層の方がM1層よりも旅行への意欲は旺盛で、実際に旅行に多
くいっている。その上 F1層の方が友人同士での旅行の割合が高く、友人というのは大
抵が同性同士であるから、女子旅の方が男子旅よりも実際に多いということは間違いな

いといっていいだろう。	
  

前項では「『女子旅』がなぜ『男子旅』よりも人気なのか」という疑問について 3つの
仮説の検証を行った。仮説の 1つ目は女性の口コミ力によって、女子旅を思い立つきっ
かけが男子旅より多くなるというものだ。次に 2つ目の仮説として脳の性差を挙げ、男
女の旅行に求めるものの違いから、女性は女子旅、男性は一人旅により惹かれるという

説明をした。そして最後に、女性はいくつになっても「女子」でいたいと希望し「女子」

を自称するが、男性は「男子」という呼び名にはさして魅力を感じていないという 3つ
目の仮説で締めくくった。	
  

これらの仮説は全て、様々な角度からの男女の違いについての言及であったが、性差は

絶対ではないということにここで触れておきたい。ケンブリッジ大学研究チームによれ

ば、男性の 17%は女性型の脳、女性の 17%は男性型の脳を持つ。要するに、他者との競
争よりも共感を求める男性もいれば、地図を読むのが得意な女性もいる。世の中の男性

は皆競争することが好きだ、と一般化することはできない。ただ、平均して男性には男

性型の脳とその特徴をもつ人が多い、というだけのことなのである。	
  

これから女子旅は「女子」人気に乗じて様々な年代に広がり、バラエティーを増やして

いくに違いない。一方の男子旅は、全くまだ世間の男子の心をつかむに至っていない。

今後男子旅のブームを起こすには、彼らの男子旅での動向をより詳しく知り、ニーズを

細かく見極める必要があるだろう。そのためにはまず、「男子旅」というネーミングを

変えることから始めなくてはならないのではないか、と私は感じている。	
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10．おわりに・謝辞	
  

本論文を執筆する中で、世の中で起こっている現象に対し自分なりの問題提起をし、そ

れを検証していくことの難しさを知った。網倉先生がよく話題にしている「女子」とい

うキーワードと、自分の好きな「旅行」を中心に卒業論文を書きたいということは以前

から考えていたが、それをどう論文のテーマとするのかということには相当な時間を費

やした。テーマが決まってからも、自分の立てた仮説をどうやって証明するのか、そも

そもどうしたら証明できたことになるのか、ということに悩まされ、またそれを証明す

るデータや言説を探すにあたっても、探し求めているぴったりのものはなかなか見つか

らず非常に苦労した。しかし、そういった苦労も含め、本論文を書くことはとてもよい

経験になったと思っている。自分の興味のある旅行について、男女の心理や意識の差を

考えることは大変興味深かった	
  

最後に、卒論で忙しい中、アンケート調査に協力してくれた網倉ゼミ５年男子の皆さん

に感謝します。そして、本論文のテーマを決めるにあたり、何度も相談の乗って下さっ

た網倉先生、ありがとうございました。	
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